
第4章 OPアンプのコモンセンス
繊細なアナログ信号の加工役

4-1 OPアンプの位置付け
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OPアンプとは，差動入力型のアナログ増幅素子で

す．非常に大きな差動ゲインをもち，負帰還技術と組

み合わせることによって種々の回路性能の改善を行う

ことができます．

�ひずみ特性や周波数特性が良い回路を作れる

負帰還技術とは，出力信号の一部をアンプ回路のゲ

インが小さくなるような形で入力に戻す技術のことで

す．この技術を使うことによって，アンプ回路のひず

み性能や周波数帯域などを改善することができます．

OPアンプがアナログ回路でよく使われる理由は，

この負帰還技術と組み合わせることによるメリットが

非常に大きいからです．

�「テンプレート設計」が可能になる

先達の回路研究の結果，現在では種々の定番OPア

ンプ応用回路が存在します．そのため，回路設計者は，

回路集の中から適切なテンプレート回路を選び，OP

アンプを選択するだけでいろいろなアナログ信号処理

回路を容易に実現することが可能になりました．

定番回路集とOPアンプを使うことで，アナログ回

OPアンプは定番回路で使いこなす
● アナログICとディジタルICという分類

ICには，大別してディジタルICとアナログICがあ

ります．OPアンプはアナログICに分類されます．厳

密な区別は難しく，人やメーカによって異なったりも

しますが，ICを選ぶとき，この二つのどちらになる

かを意識しておくことは重要です．

● 電子機器ではディジタルICのほうが目立つが…

例えば，皆さんがパソコンを買おうとしたとき，ま

ずチェックするのは性能を決めるCPUとメモリ容量

ではないでしょうか．

CPUで有名なインテル社のCore2Duoや，サムソン

社のDDRメモリなどは，どちらもディジタル信号を

扱うICです．

パソコンでレーシング・ゲームなどを快適に楽しみ

たいときは，グラフィック・ボードを交換したりもし

ます．グラフィック・ボードに使用されている画像処

理プロセッサも，ディジタル信号を扱うICです．

CPUやメモリのようにディジタル信号だけを使う

ICは，ディジタルICに分類されています．
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図1 アナログICの大まかな分類

ディジタルだけで済まなければアナログなので，いろいろなICがアナログICに分類されることになる
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路設計において検討しなければならないパラメータが

大幅に減少します．これが，現在のアナログ回路に

OPアンプが良く使われる一番大きな理由でしょう．

数多くのアナログICを大雑把に分類してみたのが

図1です．この図に示した以外にも，たくさんのアナ

ログICがあります．

多くの場合，A－Dコンバータ，D－Aコンバータ

のようにアナログ信号とディジタル信号の両方を扱う

ICもアナログICに分類されます．

ICごとに簡単な機能も併記しておいたので，皆さ

んの身の回りの製品のなかで使われていそうなICを

想像してみるのもよいでしょう．

これらのアナログICのなかで，最も数多く使われ

ているのがOPアンプなのです．

それでは，アナログICとは何でしょうか．答えは，

取り扱う信号の種類にあります．ディジタルICが取

り扱うのは，図2（a）に示すような「ある規定の電圧

がある/ない」というON/OFF情報です．

ディジタル処理の前後には
アナログICが必要

最も多く使われている
アナログICがOPアンプ
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それに対してアナログICは，図2（b）のように，連

続的に変化する電気信号そのものを扱います．

�携帯電話を例にすると…

ワンセグ対応チューナ内蔵，電子マネー対応などな

ど…何やらディジタル技術一色のような携帯電話です

が，通信を行うために周波数が2 GHzくらいの電磁波

（電波）を出しています．

�電波を送受信するためにアナログICが必要

この情報の運び手である電波は，アナログ信号です．

この電波を送信/受信するためにアナログICが使われ

ています．

�タッチ・パネルにアナログICが必要

最近ではディスプレイにタッチ・パネルが使用され

ている製品もあります．ここにはA－DコンバータIC

（第3章参照）を応用した，タッチスクリーン・コント

ローラというアナログICが使われています．

�通話の音声を扱うためにアナログICが必要

誰かと通話するには，マイクやスピーカが必要です．

このマイクからの入力信号やスピーカへの出力信号を

取り扱っているのもアナログICです．

�アナログICがなければ携帯電話は動かない

機能ばかりに目が行きがちな携帯電話ですが，アナ

ログICがなければ電波は出ませんし，通話も不可能

です．アンテナは1本も立ちません．このように，世

の中の電子機器の基本機能を実現しているのがアナロ

グICです． 〈川田 章弘〉
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図2 アナログ信号とディジタル信号の違い

ディジタルでは波形が少々変わっても信号が持もている情報に影響しないので，アナログより扱いやすい
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